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タングステンは国際熱核融合実験炉(ITER)のダイバータの一部に使用される予定である．　　タ
ングステンを使用する主なメリットとして，　プラズマスパッタリングによる損耗や水素の共堆積が
少ないことが挙げられる．　一方でタングステンイオンが ITER の炉心プラズマに蓄積した場合，　完
全電離しないため強い放射冷却が起きることが問題になると予想されている．　タングステンイオ
ンの蓄積の過程を調べるために，　高電離のタングステンイオンの発光スペクトルが観測されてき
た[1，2，3]．　トカマクプラズマでは 50 価程度までのタングステンイオンのスペクトルが観測されて
いる[2，3]が，　ITER の高温プラズマ(Te  > 10 keV)ではさらに高電離のタングステンイオンが生成
されると予想される[2]．　本研究では，　JT-60U の高温プラズマ(Te ~ 8 keV および 13 keV)で観測
された高電離タングステンイオンのスペクトルを解析し，　主要な電離段階を調べた．　

JT-60U のプラズマからの真空紫外領域のスペクトルを斜入射分光器で観測した．　Te ~ 8 keV

のスペクトルでは波長 2．8 nm と 6．2 nm 付近にピークが観測された．　スペクトルを同定するため
に，　Flexible Atomic Code [4]を用いて 26 価から 66 価までのタングステンイオンの衝突輻射モ
デルによってスペクトルを計算した．　各価数のイオンの存在比は，　観測されたスペクトルをよく再
現するように，　49 価のイオンを中心とするガウス関数型の分布を仮定した．　各価数のイオンのス
ペクトルにそれぞれの存在比を乗じてスペクトルを合成した．　合成スペクトルと観測スペクトルと
の比較から，　波長 2．8 nm 付近のピークは 47 価から 52 価までのイオンの 3p-3d 遷移に対応し、
6．2 nm 付近のピークは 43 価から 45 価までのイオンの 4s-4p 遷移に対応すると同定した．　

さらに高温のプラズマ(Te ~ 13 keV)のスペクトルでは，　波長 2．0 nm 付近と 2．3 nm 付近にピー
クが観測された．　60 価のイオンを中心とするガウス関数型の存在比の分布を仮定して同様の解
析を行った．　その結果，　波長 2．0 nm 付近のピークは 55 価から 61 価までのイオンの 3p-3d 遷移
に対応し，　2．3 nm 付近の発光線は 60 価から 63 価までのイオンの 3s-3p 遷移に対応すると同定
した．　

3p-3d および 3s-3p 遷移によるスペクトルは 47 価以上のタングステンイオンによるものであり，
　ITER プラズマではこれらの電離段階のイオンが主要になると予想される．　本研究で同定した遷
移によるスペクトルの観測が、ITER プラズマにおけるタングステンイオンの蓄積の過程を調べる
上で重要になると考えられる．　
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